
こころの健康力  
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l ：急速に増加するアルツハ：  

；イマー病について、  

l ；ステージに合わせた対策：  

；が必要  
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☆症状の出現前に   

早期診断ができる   

技術の開発と実用化！  

☆症状の進行に対応した   

医療と福祉の   

認知症の方が  

専心しこ暮弓せる   

地域づくり  

を白描し春嗜1  
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0年後を日棲  
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うつの  

早期発見、  

早期治療間鴨  

を推進し手す！  

「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾■－■一■■■■■－－   
1  

：「うつ」で医療機関を受診：  

；する方は、非常に少ない  

☆うつに悩む方に対する   

理解の推進を図り、   
早期に医療機関を受診   

する方を増やす！  うつの受診率  うつの考症要因  メンタルヘルスケアに  

取り組んでいる事業所  

☆地域や職域での   

理解の促進、相談体制   

の整備、社会復帰プロ   

グラムの開発！  

i労働革の「うつ」の発生琴  

…因として職場における簡題  
：が約40％  

社会待博の推進  

を目指し手す！   
■業務員布  ■職甥の対人関係 口異蔓ご  
ロ芦違  ○家族の人間関係 D異性関係 0  
ロ家族の病気   ○紹漬的問題   口不詳   

図表：新健康フロンティア戦略賢人会議第3分科会資料より一部改変  労働者健康状況調査（平成14年）－9－  



介護予防力  
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l ；現在、超高齢社会の入り口：                                                 l   
にさしカ切てはす  ☆地域や国民全体で  

「生宣生宣暮ら蟹う」  

「訴達者人生を目指す」  

ための、運動や食事、  

rからだ」と「気持ち」   

の老化を賄ぎ、  
蔚向壱に歳を重ね与  

こ亡を応援し辛す！   

口腔ケア等に取組みや  

すい環境つ＜りを推進！  
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資料2000年までは総務省統計局「国勢調壬」、2005年以降は国立社会保欄・人口間理研究所車］本の将来推計人口（平成14年1月推計）j  
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い．動かない ．  

膝痛や膵癌で  

「動か別l・動け倒l」  

の状燈とぢることを   

糀ぎ手すJ  

☆膝痛・陣痛の予価   

等の研究開発を促進   

し、痛みを訴える万  「‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■  

l ：骨董が少ないと骨粗しょう症に、：  
：さらには骨折をしやす＜なる。：  
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を減らす！  

骨そしょう症対策の考え方  

！l ll ．i  
Yoshm帽Net引 2M   

高齢者の骨折  

を減らし手す！   

正 常  

J■－  
い時期からの運動  骨量を指標とした  

際の骨組髭痘の  
概念を示す骨呈  
が最大骨呈・こ正常  
若年平均催）の  

70％未満を骨租  
軽症、70－80％を  

骨呈減少と定義し  
ている  

食事等の対策を推進  ▼骨量減少  

、骨組し■う症等  
要因とした骨折の  

患者を減らす！  
（歳）  0  20  40  60  

年 齢  
図表：新健康フロンティア戦略賢人会議第3分科会資料より一部改変  



歯の健康力  

■l陪＝ 遊  幼児期 ≡ 学齢期  成人期  高齢期   寝たきり者  l目 標   

○家庭における子どもの丈夫な歯  

Q冴  
12歳児の  

う蝕予防対策   蓋 

一人平均  

○歯の生え替わりの時期における  う歯数の減少   

丈夫な歯と噛み合わせに関する  

‾虚血の■t  

○妊  

生王  糸ようじなど  

歯周痕奉対策  

歯間清掃器具  
○喫  

を使用する人の  

○成   割合の増加  

○  

確保に関する知識の普及  

寝たきり者等に関する  

口腔清掃知識の普及  

高齢者の口腔内や入れ歯の  

状態の定期的なチェックの推奨  



食の選択力（食育）  

「食を通じた子どもの健全育成Jの目標  

餌のリズム＼表札く食べる／至認諾覧 がもてる  子どもに  

／l＼  
食事を味わって  食事づくりや  

食べる  一緒に食べたい準備に関わる  

人がいる  
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○子どもの頃  

からの食育  

の推進  

○食卓を通し  

た家族の  

ふれあいの  

不足  
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○過度なダイ  

エットの健康  

リスクに関す  

る意識啓発  

国民運動の展開  
（家庭、地域、学校、保育所  
等の連携による取組の推進）  ○小児期の  

肥満や思春  

期の不健康  

なやせ等  ○食に関する   

関心t知識  

の増進  

「食事バランスガイド」  

○健全な食生  

活や食料の  

生産、流通  

等に関する  

知識と理解   

の不足  

○農業体験、   
自然体験等  

の促進  
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スボーlγ力  
■ ■■  

外遊びやスポーツを通じた  
． 

体を動かす機会の減少により、あら  
ゆる活動の源となる子どもの体力が  

長期的に低下傾向  
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子どもの体力の向上  l   
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○外遊びやスポーツに親しむ習≠や意欲の育成  
体育授業や運動部活動の充実   

■走る・跳ぶなどの基本動作を習得するための  

プログラムづくり  

・子どもの体力について国民意識の一層の喚起  

○家族や地域ぐるみで身近に運動・スポーツ   

に親しむことができる環境の整備   

（m）   ソフトボール投げ  

男子（11■） 女子（11■）  男子（11■） 女子（11■）  
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一生涯にわたる豊かな   

「スポーツライフ」の実現  
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メタポリツクシンドロームや生活  

習慣病の予防、高齢者の介護予防  
のためには運動が不十分  
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○国民に対する運動・スポーツの普及・啓発   

イエクササイズガイド」の普及・啓発  

・個々に応じた運動プログラムの提供 等  

○子どもから高齢者まで誰もが、いつでも、どこ  
でも、いつまでも、運動■スポーツに親しむこと  

できる環境の整備  
・簡合型地域スポーツクラブの全国展開  
・運動・スポーツに親しむことができる機 会の提供  

川）i■的に壬鞠を心がけている人（％）  主動曹サ書  

′ヰ  
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家庭力■地域力  
－、疇■   、  

子どもがすくすく育  

つ家庭・地域づくL  

子どもが安心してすごせる場の  

確保  

子どもの育らや子育てについて  

の理解の促進  

家庭で、地域で、食卓を囲み一  
緒に食べる意義を見直す運動  

家族や地域ぐるみで身近にス  

ポーツに親しむことができる  

環境の整備  

子どもの製品等による事故情報  

の収集・共有・活用の推進  

地域・家庭で支え  

る女性の安心   

親の健康つくりと健康知識  

の次世代への伝承  

地域でのピアカウンセt」ン  

グ等の手法を用いた健康教   
コ±⊆  

戸ヨ  

地土或での相談場所の設置  

高齢者がいきいき  

暮らせる地域づくし  

住民の介護予防意識の向上、  

活力ある地域づくりの推進  

認知症対応ネットワーク  

認知症になっても本人や家  

族が安心して暮らせる地土或  

つくり  

地域の介護予防活動の定着  

働き盛りによる地域  

活動への参画の推進  

地域（職域）ぐるみの健康づ  

くり運動、メタボ対策の展開  

安心・身近ながん検診の普及  

推進  

地域でのうつへの理解促進  

と相談治療体制の整備  

・家族が共に過ごす時間が持て  

るワークライフバランスの推進  

－14－   
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鈴音等が収用しやすい次世代福祉器具等の開  
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生活を楽しむ機  

会の増大  

健康状態の向上  

苦痛の軽減  

就業・移動・コ  

ミュニケーション  

の機会の増大  

自立促進  

障害者の  

外出時間  

増  

介護・看護 時間減   

啓発・ニーズ  
○ 利用者のニーズ・満足度に基づく製   

品評価と開発への循環  

○ バリアフリーなど障害者等の身体機   

能・生活機能支援技術のため、学問   
的な融合領域研究を支援。  

体制の確保  
○ 適切な技術活用が可能な医療専   

門職や福祉専門職の育成  

○ 在宅での機器の使用・訓練などの   

技術使用の環境整備  

技術評価   

○ 技術に対する適切な評価  



研究開発力   



第65回市町村セミナー アンケート用紙  
「認定こども園に関する取組について」   

本日は市町村職員を対象とするセミナーにご出席いただきありがとうございました。   

今後の参考とさせていただきますので、本日のセミナーに参加されたご感想等について、  

以下のアンケートにご協力をお巌いいたします。  

○貴自治体の種類  都道府県・政令指定都市一中核市・市・特別区・町・村・その他（  ）  

○貴職の役職  係員t主任一係長クラス・課長補佐クラス・課長クラス・部次長  

○貴職の業務  本庁職員・現業員・その他（  ）  

1．本日のセミナ・－の内容につきましては満足できましたか？   

a．満足  b．おおむね満足  c．あまり満足していない  d．満足できなかった  

2．本日のセミナ・－の内容について 参考になった点－もう少し聞きたかった点  

「  

3．今回のテーマに関する厚生労働省のこれまでの取組についてはいかがですか？   

a．理解できる  b．おおむね理解できる  c．理解できない  

「  

4．今後の市町村織員を対象とするセミナーで取り上げて欲しいテーマ  

5．その他、ご意見・ご要望がございましたらお書きください。  

「  

ご協力ありがとうございました。  
本用紙は、閉会後、受付のアンケート回収箱にお人れください。   




